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B 122 岩 手噪 にのこる縞帳･ 轍帳とその背原（ 第三和 ）

岩 子大衆 角（ 非常勤 ）　　 中 屋 洋 子

目的　実物窟料r･ある錦帳 ■ 降帳，閉 きt  9,  卿土審料丈献 ，中央出版物 の比較検討に

よって, 岩 争孫 の染織の戸丈｡五実証的に綸 する。

方汰　 第一n, 第二報 においT ，参内より噺 見され八江戸時代僕期-: だ正時付 にわre s

縞帳・鳶帳いつぃ・ 各々の夥鴬 ～j: 乙･それい こまつわる炊 既-k炳 査レ, 雨かせて丈靫リこよ
i 戸突的背景。穣 付を片 みT さTこ。今R　 噪 立エ｡業試牧場の’隻 枚 告^ i 磯討 しμ に

3,    当俘の者 手孝の馳噺 の現況 と孜折 につぃT 知,見を得だのr"務 雀73  ，さ 幻 こり り^

た旅 μu-標沸i^ 、白水吊縞恨, 織恥, 鮮袴ド寡益T･･あs> とかあ れ5.

結果　 大正吽年前餌 業務寵 告（ 羊一IE ）;i)ヽ'7 5?和･3 年業務樅賃ま刊2 冊， む5,.  Iこ明jS
3埓 ，恥坪奈織棟本 解説言z そ 計14み,こついて夜付 けこ。liy
岩ヲも

い仁^  帛抑 郎 り改良と洋琴 で嘔 っμ-。これ対 由禽片 ，彦 奈・ 副業t  L・,    まり 両両･り利
用方;5 t L x 凍を でヽあ る と・, ^ 卵

くっヵヽ の苓業/､･なこr ホプり
μ 賃
和6  与まT'､IJ 不綿瓦聊 爾しBi 和4  与V^片̂ 司 映 祁洋 蟻勿

そI -c ･ホー ムズ/ヽ ，ン染糾 の辞究閣老指々-^'あっ7こ・ また夭正ワ与蘭押幣雁染肝尭芦n 設太

ぐれるまT’は幣根屎 の研虎ヌ,舟 なわれr 心 と，大正G  年彦目l 藍があ11  V 芦ヽ斬I く場内に

設置さ飢ｱここり,ヽヽ記才小ていs ．a  紅鶴叛に貼忖?  *  7 ･ る^. 頬似" 誘キI,みらかた。

同収 曾,こ用‥られてヽヽ i 架織 用語 剔珊ヽヽて鵡唯･ 織怜を記£T ゐこと･3-より奎感持 を増r
と男。φ^^ ３ ｡


